
 
 

大淀町の番茶を活かしたまちづくり 

大淀町商工会 番茶プロジェクト委員長 ○浅田義彦 

大淀町役場 建設産業課  中迫貴史 

１．活動方針・目的 

奈良県吉野郡大淀町は基幹産業として古くより商業が発達し、地域雇用に重要な役割を果た

してきました。また、歴史的な伝統的産業である「梨」と「お茶」という一次産業も古くから

生産が行われてきましたが、駅前商店街のシャッターストリート化、担い手不足による農家の

減少・生産量の低下が進んでいます。このような中、本町において江戸時代以前より天日干し

という工程が加わり生産されてきた「日干番茶」をクローズアップし、スイーツ、グルメなど、

お茶の価値をよりいっそう高める新たな『食』を作り出し『販売』していくプロジェクトを町

商工会の会員により発足しました。このプロジェクトは商工業者の奮起により町の元気を取り

戻すこと、また、その活動がお茶の生産者の活力に寄与し、歴史深い大淀町のお茶の魅力を後

世にわたって引き継いでいくことを目的としています。 
２．活動内容 

・平成 22 年（2010）5 月、大淀町商工会で主旨に賛同する会員（飲食業、自動車整備、

鍼灸師など様々な職種）によりプロジェクト発足。 

・日干番茶の番茶がもつ魅力（成分・製法）を畿央大学の協力を得て調査。試食アンケート。 

・地元の食材を活かした商品開発について先進地視察。 

・積極的なメディア戦略。 

・番茶の魅力を広く知ってもらうイベント「番茶まつり」を開催（平成 25 年度より 3 回目） 

・県内外物産展に積極的に出店。「とっとりバーガー選手権」特別賞、「第２回奈良県あったか

もんグランプリ」審査員特別賞、「なら目ッ茶旨グルメコンテスト」準グランプリを受賞。 

・現在、農業従事者・商工業者・行政との連携事業『農商工イノベーション事業』に参加。 
３．他の活動団体の参考となる事例 

このプロジェクトの約6年間の活動は、県内における「番茶のまち大淀」のイメージの定

着と、「番茶」生産者の売り上げ、番茶商品を取り扱う町内飲食業者の売り上げの向上に少し

ずつ効果がでてきている状態にあります。茶業だけでなく、新たな農業従事者が生まれるこ

と､シャッターストリートに新たな創業者が生まれてくることが、まちの元気を取り戻すには

必要不可欠なことから､この度､農業従事者、商工業者､そして行政からなる推進組織に参加す

ることとなりました。この組織では『儲ける農業』の実現に向けた目標の設定、そしてその

目標に向けた農業・商工業のそれぞれの取り組み、その取り組みを側面的にサポートする行

政施策（担い手や創業支援など）を同時並行的に展開していくことにより、農業×商工業×

行政の新たな関係の構築と、それぞれが自立して町の将来に向け進んでいく仕組みを作って

いくことになります。この連携の中で､本プロジェクトが担う役割は大きいと考えています。 

４．今後の課題等 

これから始まる農業×商工業×行政の連携事業の中で、本プロジェクトの役割として今後どの

ように継続・発展していくべきか。本プロジェクトは『食』という他者を惹きつける大きな魅力

を持ち、また、本プロジェクトが立ち上がる際に必要であった補助金が、商品を自ら『販売』す

ることで自立的な活動を行ってきたことから、この活動を「番茶」以外にどのように波及させて

いけばいいのか、専門家の方や先進的な取り組みをされている団体と意見交換したいと思います。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


